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݂ ൌ 162ܷ଴.ଶ/ ܦ， ݂ : 中心周波数(Hz)，ܷ : 衝突速度(m/s)，D : 粒径(m)． 
 
図1の礫の衝突音の場合，観測された混濁流の流速（高度12 mで最大 27 cm/s）
から，礫の衝突速度はオーダーとして 1 m/s 程度と推定される．当該衝突音のス
ペクトル（図2）より，中心周波数をピーク周波数と同じ1.7 kHzとして，上式から礫




十勝沖ステーションのハイドロフォン信号は，サンプリング周波数 100 Hz の連
続データであり，初島沖ステーションと異なり，音声帯域では収録されていない．
従って，観測可能な周波数帯域は 50 Hz 以下である．地震発生後，海底での流
速が，最大 1.5 m/s となった9時前後では，ハイドロフォン信号のスペクトルには 2 
Hz 前後にピークが見られる（図3）．これを前式にそのまま当てはめると，直径数
十mの巨岩となってしまう．また流速が 0.5 m/s 程度となった18時には，スペクトル



























図3 スペクトル例（2003/09/26 09:01 JST） 図4 スペクトル例（同 18:01 JST） 
